
　
江
戸
時
代
初
期
寛
永
４（
１
６
２
７
）年
か
ら
寛
永
９（
１

６
３
２
）年
の
６
年
間
、
現
在
の
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町

で
、
小
倉
藩
主
細
川
忠
利
に
よ
っ
て
葡
萄
酒
造
り
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
細
川
家
に
残
る
歴
史
資
料（
永
青
文
庫
所

蔵
）か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
当
時
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
記
録

に
よ
る
も
の
で
、
揺
る
ぎ
な
い
史
実
だ
。
こ
の
葡
萄
酒
は
、

西
日
本
で
「
が
ら
み
」
と
呼
ば
れ
る
山
葡
萄
の
一
種
を
原
料

に
、
発
酵
促
進
の
た
め
に
黒
大
豆
の
酵
母
を
使
っ
た
醸
造
酒

で
、
製
造
担
当
は
上
田
太
郎
右
衛
門
と
い
う
専
任
の
家
臣
で

あ
っ
た
。

　
細
川
忠
利
の
父
方
の
祖
父
は
、
か
の
清
少
納
言
の
家
に
出

自
を
持
ち
古
今
和
歌
集
解
釈
の
秘
伝
を
継
承
し
た
細
川
幽
斎
、

そ
し
て
母
方
の
祖
父
は
明
智
光
秀
、
母
は
関
ヶ
原
合
戦
の
と

き
石
田
三
成
の
人
質
に
な
る
の
を
拒
ん
で
自
害
し
た
細
川
ガ

ラ
シ
ャ
と
い
う
大
物
で
あ
る
。
忠
利
は
、
幕
府
が
新
規
の
武

家
奉
公
人
の
召
し
抱
え
を
禁
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

知
己
だ
か
ら
と
い
う
口
実
を
設
け
て
、
豊
前
国
内だ
い
り裏（
地
図

参
照
）に
住
ん
で
い
た
太
郎
右
衛
門
を
自
ら
リ
ク
ル
ー
ト
し

て
い
た
。

１
６
２
０
年
代
小
倉
藩
細
川
ワ
イ
ン

製
造
と
そ
の
ゆ
く
え

　
太
郎
右
衛
門
の
上
田
一
族
は
、
南
蛮
貿
易
の
拠
点
が
長
崎

に
限
定
さ
れ
る
以
前
に
貿
易
の
中
心
だ
っ
た
平
戸
で
、
石
を

引
く
「
万
力
」
や
時
計
の
技
術
、
合か
っ
ぱ羽
の
作
り
方
な
ど
、
南

蛮
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
て
お
り
、
忠
利
は
そ
れ
を
見
込

ん
で
リ
ク
ル
ー
ト
し
た
の
だ
。
太
郎
右
衛
門
は
パ
エ
リ
ア
な

ど
の
南
蛮
料
理
を
作
っ
て
い
る
ほ
か
、
ア
ヘ
ン
や
萩
油
の
膏

薬
な
ど
も
製
造
し
、
医
師
と
し
て
治
療
に
も
当
た
っ
た
。
忠

利
は
、
幕
府
や
他
の
西
国
大
名
と
と
も
に
長
崎
で
輸
入
葡
萄

酒
を
買
い
付
け
て
い

た
が
、
太
郎
右
衛
門

に
醸
造
さ
せ
た
葡
萄

酒
は
薬く
す
り
ざ
け
酒
と
し
て
用

い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
寛
永
９（
１
６
３

２
）年
、
改
易
に
な

っ
た
加
藤
家
の
あ
と

に
細
川
家
は
肥
後
に

転
封
さ
れ
る
こ
と
に

時の調べ

熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員

後ごとう
藤
典のりこ
子

「奉行所日帳」（小倉城奉行所の日報）
寛永6年（1629）9月18日条「ふたう酒」の原料に「黒
大つ」を用いるとある（永青文庫所蔵）。

葡萄酒製造を命じた細川忠利（永青文庫所蔵）

582021・4
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も
、
肥
後
入
国
を
契
機
に
終
焉
し
た
。
当
時
、
葡
萄
酒
は
キ

リ
シ
タ
ン
を
勧
め
る
と
き
に
要
る
飲
み
物
だ
と
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と

に
な
っ
た
忠
利
が
、
葡
萄
酒
造
り
が
危
険
視
さ
れ
る
こ
と
を

危
惧
し
な
い
は
ず
が
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
寛
永
15（
１
６
３
８
）年
、
島
原
・
天
草
の
一
揆

が
起
こ
る
。
忠
利
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
籠
城
し
た
原
城
を
攻
め

る
陣
中
か
ら
、
熊
本
に
残
っ
て
い
る
家
臣
に
、
何
と
葡
萄
酒

を
送
る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
だ
。
前
年
体
調
を
崩
し
て
鎌
倉

で
養
生
し
て
い
た
忠
利
は
、
一
揆
勃
発
を
知
っ
て
急
遽
参
陣

し
て
い
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
飲
み
物
だ
と
い
う
葡
萄
酒
を
、

薬
と
し
て
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
葡
萄
酒
は
効
能
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
幕
府
の
長
崎
代
官
末
次
平
蔵
か
ら
も
葡

萄
酒
が
原
城
に
陣
中
見
舞
い
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
た
。

　
寛
永
16（
１
６
３
９
）年
、
幕
府
は
つ
い
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

の
来
航
を
禁
止
し
、
こ
れ
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
鎖
国
が
完
成
す

る
。
大
量
の
日
本
人
奴
隷
、
銀
、
刀
剣
類
の
海
外
流
出
は
避

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
南
蛮
の
技
術
や
文
化
は
一
切

受
け
入
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
の
だ
。
南
蛮
の
技
術
を
見
込

ま
れ
て
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
上
田
太
郎
右
衛
門
の
行
く
末
は

ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
熊
本
に
来
て
か
ら
は
「
御

番
方
」
と
し
て
熊
本
城
本
丸
の
警
固
に
当
た
り
、
熊
本
城
普

請（
土
木
工
事
）に
従
事
し
た
。
そ
し
て
、
島
原
・
天
草
一
揆

の
あ
と
幕
府
領
に
な
っ
た
天
草
富
岡
城
の
在
番
の
一
人
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
今
度
は
異
国
船
と
キ
リ
シ
タ
ン
を
取
り
締
ま

る
職
務
に
従
事
す
る
。
大
航
海
時
代
の
終
焉
か
ら
や
が
て
鎖

国
の
時
代
へ
、
南
蛮
の
技
術
で
取
り
立
て
ら
れ
た
一
人
の
男

の
人
生
も
、
時
代
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
っ
た
。
豊
前
・
豊
後
合
わ
せ
て
約
39
万
石
か
ら
肥
後
54
万

石
の
大
国
へ
の
栄
転
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
だ
っ
た
小
西
行
長
や
大
友
宗
麟
の
旧
領
を
含
み
、
天

草
・
島
原
と
隣
接
す
る
肥
後
に
は
、
多
く
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
が
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
肥
後
は
長
崎
に
次
ぐ
キ
リ

シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
の
最
前
線
で
あ
っ
た
。

　
慶
長
17（
１
６
１
２
）年
に
幕
府
が
宣
教
師
を
対
象
に
し
た

伴
天
連
禁
止
令
を
出
し
て
以
降
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
は
熾
烈

に
な
り
、
迫
害
は
一
般
の
キ
リ
シ
タ
ン
民
衆
に
ま
で
及
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
寛
永
９（
１
６
３
２
）年
に
代
替
わ
り
し

た
ば
か
り
の
将
軍
徳
川
家
光
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
最
前

線
で
九
州
の
中
央
に
位
置
す
る
肥
後
熊
本
に
細
川
家
を
配
置

し
た
の
で
あ
る
。
忠
利
は
、
幕
府
の
長
崎
奉
行
に
「
私
を
幕

府
の
横
目（
警
察
）だ
と
お
思
い
下
さ
い
」
と
い
う
ほ
ど
、
九

州
大
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
な
か
な
か
キ
リ
シ
タ
ン
を
撲
滅
出
来
な
い
こ
と

か
ら
、
忠
利
は
幕
府
に
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
の
一
層
の

強
化
を
進
言
し
、
そ
れ
が
聞
き
入
れ
ら
れ
て
寛
永
12（
１
６

３
５
）年
11
月

１
日
か
ら
１
カ

月
半
の
全
国
的

な
キ
リ
シ
タ
ン

一
斉
取
り
締
ま

り
が
実
施
さ
れ

た
。

　
小
倉
藩
時
代

に
連
年
行
わ
れ

て
き
た
細
川
家

の
葡
萄
酒
造
り

略
歴

熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー

特
別
研
究
員
。
専
門
分
野
は
日
本
近

世
史
。

熊
本
大
学
寄
託
永
青
文
庫
細
川
家
史

料
、
熊
本
大
学
所
蔵
松
井
家
文
書
な

ど
の
調
査
・
研
究
に
携
わ
る
。
著
書

『
熊
本
城
の
被
災
修
復
と
細
川
忠
利

―
近
世
初
期
の
居
城
普
請
・
公
儀
普

請
・
地
方
普
請
―
』（
熊
本
日
日
新

聞
社
、
２
０
１
７
年
）、
共
著
『
永

青
文
庫
の
古
文
書 

光
秀
・
葡
萄

酒
・
熊
本
城
』（
吉
川
弘
文
館
、
２

０
２
０
年
）、
論
文
「
小
倉
藩
細
川

家
の
葡
萄
酒
造
り
と
そ
の
背
景
」

（「
永
青
文
庫
研
究
」
所
収
、
２
０
１

８
年
）ほ
か
。

葡萄酒を製造していた豊前国仲津郡大村。忠利
の居城小倉城、三斎（忠興）の居城中津城。細川
家仕官前の上田太郎右衛門がいた内裏。

約5万8,000点の細川家文書、その
精査はこれからだ

59 2021・4
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